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虹
と
日
本
文
藝
　
（
七
）

｜
　
比
較
研
究
資
料
私
註
（
7
）
　
｜

荻
　
　
野
　
　
恭
　
　
茂

32

樫
の
木
が
切
ら
れ
る
と
、

忌
ま
わ
し
い
木
が
倒
れ
る
と
、

太
陽
は
輝
き
だ
し
、

2
2
0
月
が
照
り
始
め
た
、

雲
は
長
く
流
れ
だ
し
、

大
空
に
虹
が
か
か
っ
た
　
t
a
i
v
o
n
k
a
a
r
e
t
k
a
a
r
t
a
m
a
h
a
n

霧
の
深
い
岬
の
先
に
、

も
や霧
の
濃
い
島
の
端
に
。

2
1
5
　
若
い
ヨ
ウ
カ
ハ
イ
ネ
ン
は
言
っ
た
。

「
ま
だ
少
し
は
覚
え
て
い
る
！

と
き

こ
の
よ
う
な
頃
を
覚
え
て
い
る
ぞ
、

「
大
き
な
樫
の
木
」
…
…
…
（
a
）

「
呪
誦
競
べ
」
…
…
…
（
b
）

俺
が
海
を
鋤
い
て
い
た
と
き
、

海
の
窪
み
を
掘
り
起
こ
し
、

あ
な

2
2
0
魚
の
洞
窟
を
う
が
ち
、

深
淵
を
深
め
、

湖
水
を
沈
め
、

く
つ
が
え

山
々
を
覆
し
、

岩
石
を
積
み
上
げ
て
い
た
と
き
を
。

2
2
5
　
「
す
で
に
俺
は
六
番
目
の
人
で
、

七
番
目
の
男
だ
っ
た

こ
の
大
地
を
作
り
、

大
空
を
築
き
、

空
の
柱
を
立
て
、

そ
ら

2
3
0
天
の
虹
を
運
び
、
t
a
i
v
o
n
k
a
a
r
t
a
k
a
n
t
a
m
a
s
s
a
，

月
を
導
き
、

太
陽
を
助
け
、

二
七
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北
斗
を
正
し
て
、

空
に
星
を
散
り
ば
め
た
と
き
に
。
」

2
3
5
　
老
ワ
イ
ナ
ミ
ョ
イ
ネ
ン
は
言
っ
た
。

「
確
か
に
嘘
を
言
っ
て
い
る
！

お
前
は
そ
の
と
き
見
て
は
い
な
い
、

海
が
鋤
か
れ
た
と
き
、

海
の
窪
み
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、

2
4
0
魚
の
洞
窟
が
う
が
た
れ
、

深
淵
が
深
め
ら
れ
、

湖
水
が
沈
め
ら
れ
、

山
々
が
覆
さ
れ
、

岩
石
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
そ
の
と
き
に
。

2
4
5
　
「
お
前
を
見
た
も
の
は
あ
り
は
す
ま
い
、

見
ら
れ
も
聞
か
れ
も
し
て
い
な
い

こ
の
大
地
を
作
り
、

大
空
を
築
き
、

空
の
柱
を
立
て
、

そ
ら

2
 
5
0
天
の
虹
を
運
び
、
t
a
i
v
o
n
k
a
a
r
t
a
k
a
n
n
e
t
t
a
i
s
s
a
,

月
を
導
き
、

太
陽
を
助
け
、

北
斗
を
正
し
て
、

空
に
星
を
散
り
ば
め
た
と
き
に
。
」

さ
て
ポ
ホ
ヤ
の
乙
女
は
美
し
か
っ
た
、

そ
と

国
で
も
海
外
で
も
名
高
く
優
れ
、

「
ポ
ホ
ヤ
乙
女
」
…
…
…
（
C
）

二
八

く
び
き

大
空
の
軛
の
上
に
坐
り
　
I
s
t
u
i
i
l
m
a
n
v
e
m
p
e
l
e
l
l
〓
,

虹
の
上
で
輝
い
て
い
た
　
t
a
i
v
o
n
k
a
a
r
e
l
l
a
k
a
j
o
t
t
i

5
清
純
な
衣
を
ま
と
い
、

白
い
着
物
を
着
て
。

こ

が

ね

　

ひ

黄
金
の
梭
か
ら
、

し

ろ

が

ね

お

さ

銀
の
筬
を
使
っ
て

黄
金
の
布
を
織
り
、

1
0
銀
の
布
に
気
を
配
っ
た
。

う
な

握
っ
て
い
る
筬
が
唸
り
、

手
中
の
糸
巻
き
が
回
転
し
、

あ

か

が

ね

　

　

　

　

き

し

銅
の
掛
け
糸
が
軋
み
、

銀
の
筬
が
響
い
た

1
5
乙
女
が
布
を
織
る
と
き
に
、

銀
の
布
に
気
を
配
る
と
き
。

強
固
な
老
ワ
イ
ナ
ミ
ョ
イ
ネ
ン
は

け
た
た
ま
し
く
走
っ
て
い
っ
た

暗
い
ポ
ホ
ヨ
ラ
か
ら
、

2
0
霧
深
い
サ
リ
オ
ラ
か
ら
。

少
し
旅
を
続
け
、

わ
ず
か
ば
か
り
進
ん
だ
。

上
の
方
か
ら
、
頭
上
か
ら

ひ梭
の
響
き
が
聞
こ
え
て
き
た
。

2
5
　
そ
こ
で
彼
の
頭
を
上
げ
て
、

大
空
を
眺
め
た
。

虹
が
綺
麗
に
空
に
か
か
り
、
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乙
女
が
虹
の
端
に
い
て
、
n
e
i
t
i
k
a
a
r
e
n
k
a
n
n
i
k
a
l
l
a
，

こ
が
ね

黄
金
の
布
を
織
っ
て
い
た
、

3
0
銀
の
布
も
鮮
か
に
。

「
黒
い
蛇
よ
、
地
下
の
も
の
よ
、

う
じ
む
し

7
6
0
ト
ゥ
オ
ニ
の
色
し
た
蛆
虫
よ
、

土
の
色
よ
、
ヒ
ー
ス
の
色
よ
、

す
べ
て
の
空
の
虹
の
色
よ
!
　
k
a
i
k
e
n
i
l
m
a
n
k
a
a
r
e
n
k
a
r
v
a
!

さ
あ
旅
人
の
道
か
ら
去
れ
、

前
進
す
る
勇
士
の
前
か
ら
！

7
6
5
旅
人
を
行
か
せ
て
や
れ
、

レ
ン
ミ
ン
カ
イ
ネ
ン
を
通
し
て
や
れ

か
の
ポ
ホ
ヨ
ラ
の
宴
会
へ
、

素
性
よ
い
人
の
会
食
へ
！
」

そ
こ
で
蛇
は
す
ご
す
ご
退
い
た
、

彼
は
耳
が
鋭
く
て
、

目
は
そ
れ
よ
り
も
優
れ
て
い
た
。

ま
な
ざ

眼
差
し
を
北
西
に
投
げ
た
、

首
を
日
の
方
へ
と
向
け
た
。

3
4
5
遠
く
に
虹
が
見
え
た
、
k
a
a
r
e
n
k
a
u
k
o
a
n
〓
k
e
v
i
,

さ
ら
に
彼
方
に
雲
の
群
れ
が
。

実
は
虹
で
は
な
か
っ
た
　
E
i
p
〓
k
a
a
r
i
o
l
l
u
t
k
a
n
a

ま
た
小
さ
な
雲
の
群
れ
で
も
な
い
。

舟
が
走
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
、

「
レ
ン
ミ
ン
カ
イ
ネ
ン
の
…
…
…
（
d
）

ポ
ホ
ヨ
ラ
婚
礼
旅
行
」

「
サ
ン
ボ
奪
回
へ
出
発
」
…
…
…
（
e
）

3
5
0
舟
が
進
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
た

お
も
て

澄
ん
だ
海
の
面
を
、

広
い
大
海
原
を
、
と
も

高
潔
な
人
が
舟
の
艫
に
、

雄
々
し
い
人
が
漕
ぎ
台
に
。

3
3
5
　
む
ら
気
な
レ
ン
ミ
ン
カ
イ
ネ
ン
は
言
っ
た
。

よ

ろ

こ

び

　

　

　

　

ひ

長
老
が
歓
喜
の
調
べ
を
弾
く
と
き
に
、

ワ
イ
ナ
ミ
ョ
イ
ネ
ン
が
か
き
鳴
ら
す
と
き
。

9
5
　
大
気
の
自
然
の
乙
女
自
ら
、

素
晴
し
い
大
空
の
処
女
も
、

歓
喜
の
曲
を
讃
美
し
た
、

カ
ン
テ
レ
に
聞
き
入
っ
た
。

く
び
き

あ
る
者
は
大
空
の
軛
の
上
で
、
m
i
k
〓
i
l
m
a
n
v
e
m
p
e
l
e
l
l
〓
,

1
 
0
0
天
空
の
虹
の
上
で
に
こ
や
か
に
、
t
a
i
v
o
n
k
a
a
r
e
l
l
a
k
a
j
o
t
t
i
,

あ
る
者
は
小
さ
な
雲
の
上
で
、

へ

り

　

　

ま

ば

ゆ

ば
ら
色
の
縁
ま
で
目
映
く
。

か
の
月
の
乙
女
、
優
美
な
処
女
、

才
た
け
た
太
陽
の
乙
女
子
は

は

た

　

お

さ

1
0
5
そ
の
織
機
の
筬
を
手
に
し
、

そ
の
掛
け
糸
を
上
げ
て
い
た
、

金
の
布
地
を
織
っ
て
い
た
、

銀
の
布
を
編
み
鳴
ら
し
た

赤
い
雲
の
端
で
、

1
 
1
 
0
長
い
虹
の
先
で
。
　
p
i
t
k
〓
n
k
a
a
r
e
n
k
a
n
n
i
k
a
l
l
a
.

「

ワ

イ

ナ

ミ

ョ

イ

…

…

…

（

f

）

ネ
ン
の
演
奏
」

二
九
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彼
女
た
ち
が
耳
に
し
た
と
き

ね

そ
の
妙
な
る
調
べ
の
音
を
、

握
っ
て
い
た
筬
が
抜
け
、

ひ杼
が
手
許
か
ら
滑
り
落
ち
た
、

1
1
5
金
の
布
糸
が
断
ち
切
れ
て
、

銀
の
掛
け
糸
が
か
す
か
に
鳴
っ
た
。

（
ゴ
シ
ッ
ク
体
＝
稿
者
）

私
註
　
〔
一
〕
　
『
カ
レ
ワ
ラ
』
　
（
k
a
l
e
v
a
l
a
）
　
〔
二
〕
　
（
a
）
＝
第
一
章
「
大
き
な
樫

の
木
」
2
1
7
行
～
2
2
4
行
（
b
）
＝
第
三
章
「
呪
誦
競
べ
」
2
1
5
行
～
2
5
4
行
（
c

）
＝

「
ポ
ホ
ヤ
乙
女
」
1
行
～
3
0
行
　
（
d
）
＝
「
レ
ン
ミ
ン
カ
イ
ネ
ン
の
ポ
ホ
ヨ
ラ

婚
礼
旅
行
」
　
7
5
9
行
～
7
6
9
行
　
（
e
）
＝
「
サ
ン
ボ
奪
回
へ
の
出
発
」
　
3
4
1
行
～
3
5
5

行
　
（
f
）
＝
「
ワ
イ
ナ
ミ
ョ
イ
ネ
ン
の
演
奏
」
9
3
行
～
1
1
6
行
　
〔
三
〕
　
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
叙
事
詩
（
＝
古
代
民
族
詩
集
）
　
〔
四
〕
　
天
地
創
造
～
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
古
代
　
（
C
f
．
　
「
フ
ィ
ン
・
ウ
ゴ
ル
語
族
は
紀
元
前
二
五
〇
〇
年
頃
さ
ら
に

分
か
れ
る
が
」
　
と
　
「
概
説
」
　
に
あ
る
。
ク
ロ
ー
ン
説
は
、
「
本
体
は
戦
争
、

略
奪
が
横
行
し
て
い
た
一
〇
〇
〇
～
一
二
〇
〇
年
頃
の
冒
険
心
に
富
ん
だ

バ
イ
キ
ン
グ
時
代
に
成
立
し
た
も
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
が
異
教
を
駆
逐
し

つ
つ
あ
る
時
期
を
背
景
に
し
て
い
る
。
」
〔
五
〕
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
古
代
人
（
ウ

ラ
ル
語
族
）
。
シ
ャ
ー
マ
ン
↓
大
口
誦
詩
人
バ
ン
ニ
ネ
ン
o
．
V
a
n
n
i
n
e
n
、

大
詩
人
ベ
ル
ッ
ト
ゥ
ネ
ン
A
．
P
e
r
t
t
u
n
e
n
、
大
吟
誦
詩
人
シ
ッ
ソ
ネ
ン
S
．

S
i
s
s
o
n
e
n
他
↓
　
（
採
集
・
記
述
・
編
集
・
部
分
的
創
作
）
＝
エ
リ
ア
ス
・

リ
ョ
ン
ロ
ッ
ト
E
l
i
a
s
L
〓
n
n
r
o
t
　
（
1
8
0
2
～
8
4
）
　
日
本
語
訳
＝
小
泉
保

〔
六
〕
『
カ
レ
ワ
ラ
』
（
上
）
・
（
下

）
｜
岩
波
文
庫
｜
（
1
9
8
2
、
岩
波
書
店
）
〔
七
〕

（
a
）
＝
（上
）
P
2
6
（b
）
＝
（
上
）
P
3
9
4
0
（
c

）
＝
（上
）
P
9
6
9
7
（
d
）
＝
（
下
）
P
5
7
（
e

）
＝
（
下
）

P
2
2
5
（
f
）
＝
（
下
）
P
2
4
3
〔
八
〕
資
料
3
1
の
詩
の
最
上
段
の
番
号
は
「
行
目
」

三
〇

を
示
す
。
〈
虹
〉
の
出
て
く
る
行
の
み
原
文
を
付
し
た
。
「
カ
レ
ワ
ラ
」
は
、

リ
ョ
ン
ロ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
カ
レ
ワ
の
勇
士
た
ち
の
国
。
「
カ
レ
ワ
」
　
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
最
古
の
祖
先
で
、
ワ
イ
ナ
ミ
ョ
イ
ネ
ン
・
レ
ン
ミ
ン

カ
イ
ネ
ン
・
ヨ
ウ
カ
ハ
イ
ネ
ン
、
等
は
異
教
の
あ
る
時
代
に
お
け
る
カ
レ

ワ
の
後
裔
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
訳
注
に
よ
る
と
（
e
）
の
「
サ
ン
ポ
S
a
m
p
o
」

は
呪
的
秘
器
で
、
未
詳
。
「
高
潔
な
人
」
　
は
「
英
雄
・
大
詩
人
・
老
ワ
イ
ナ

く
び
き

ミ
ョ
イ
ネ
ン
」
。
「
大
空
の
軛
」
＝
〈
虹
〉
｜
と
い
う
。

〔
考
〕
　
〈
虹
〉
に
つ
い
て
み
る
と
、
神
話
的
叙
述
の
中
で
あ
る
が
、
大
む
ね
、

天
体
気
象
現
象
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
て
、
原
初
的
な
、
動
物
的
　
（
天

蛇
的
）
認
識
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
（
d
）
以
外
は
総
て
、
「
瑞
象
」
的
享

受
の
よ
う
で
あ
る
。
（
d
）
だ
け
は
、
「
黒
い
蛇
」
す
な
わ
ち
、
「
自
ら
創
造
を

開
始
し
た
。
ヒ
ー
シ
は
こ
れ
に
命
を
与
え
た
、
忌
ま
わ
し
い
い
や
な
奴
の

唾
液
に
、
人
食
い
女
の
吐
い
た
唾
に
。
こ
れ
が
毒
蛇
に
変
わ
っ
た
、
黒
い

蛇
に
変
形
し
た
。
」
　
（
同
章
7
2
3
行
～
7
2
8
行
）
　
と
あ
り
、
そ
れ
と
同
列
に
表
現

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
瑞
象
で
は
な
く
、
妖
象
・
凶
象
で
あ
ろ
う
。
と

す
る
と
、
こ
の
部
分
の
み
、
中
国
の
古
代
(
c

f
.
1
私
註
)
と
共
通
し
て
い

｜

（

注

1

）

る
。
よ
く
よ
く
吟
味
す
れ
ば
、
〈
虹
〉
　
は
、
蛇
や
蛆
虫
と
の
　
（
た
ぶ
ん
無

意
識
の
）
　
並
列
の
中
に
、
か
す
か
に
原
初
の
認
識
が
残
留
、
垣
間
見
ら
れ

（
注
2
）

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
第
一
章
の
　
「
天
地
創
造
」
　
の
　
「
伝
承

の
中
に
は
卵
性
神
話
と
海
中
攪
拌
神
話
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
卵
が
砕
け
る
要
因
は
『
風
』
　
の
霊
力
に
あ
る
と
ク
ー
シ
　
（
1
9
6
3
）

は
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
海
を
掻
き
回
し
て
天
地
を
創
造
す
る
攪
拌
の

モ
チ
ー
フ
は
、
日
本
の
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
天
の
浮
橋
で
の
創
生
神

話
と
一
脈
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
」
　
（
小
泉
保
解
説
）
　
と
あ

る
が
、
こ
れ
を
　
〈
虹
〉
　
に
関
し
て
類
推
し
て
み
る
と
、
↓
（
c
）
の
、
ポ
ホ
ヤ
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の
美
し
い
乙
女
の
　
「
大
空
の
軛
の
上
に
坐
り
、
虹
の
上
で
輝
い
て
い
た
」

や
、
「
虹
が
綺
麗
に
空
に
か
か
り
、
乙
女
が
虹
の
端
に
い
て
」
や
、
「
大
気

の
自
然
の
乙
女
自
ら
、
…
…
あ
る
者
は
大
空
の
軛
の
上
で
、
天
空
の
虹
の

上
で
に
こ
や
か
に
、
…
」
　
等
は
、
〈
虹
〉
　
を
、
日
本
神
話
の
　
「
天
の
浮
き

橋
」
　
に
一
面
置
き
換
え
得
る
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
（
c
）
の
ポ
ホ
ヤ
（
＝
ポ
ホ
ヨ
ラ
）
　
は
、
「
海
の
か
な
た
」
　
（
小
泉
保
）

と

こ

よ

の
他
界
（
常
世
）
｜
ハ
ル
バ
　
（
1
9
4
5
）
に
よ
る
と
「
天
国
」
｜
の
よ
う
で
、

と
す
る
と
、
〈
虹
〉
　
は
、
他
界
と
此
界
と
の
間
の
、
一
種
の
美
し
い
架
橋

（
≒
天
の
浮
き
橋
）
　
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
〈
虹
〉
　
の
上
で
機
を

織
る
美
し
い
乙
女
に
、
ワ
イ
ナ
ミ
ョ
イ
ネ
ン
が
求
婚
　
（
「
お
い
で
、
娘
さ

ん
、
わ
し
の
橇
に
、
降
り
て
お
い
で
わ
し
の
橇
へ
！
」
）
　
す
る
が
、
乙
女

は
、
い
く
つ
も
の
無
理
難
題
を
要
求
し
、
結
局
不
成
功
に
終
る
。
日
本
の

『
竹
取
物
語
』
の
モ
チ
ー
フ
に
一
脈
通
じ
て
い
る
。
他
界
（
天
界
）
｜
此
界

（
注
3
）

（
地
上
界
）
往
来
の
モ
チ
ー
フ
も
、
そ
の
芽
生
え
の
段
階
に
お
い
て
、
〈
虹
〉

が
関
与
し
て
い
よ
う
。

（
注
4
）

遠
い
森
と
湖
の
国
の
古
代
と
の
類
似
発
想
で
あ
る
。

（
注
1
）
沖
縄
諸
島
中
の
小
浜
島
に
は
、
〈
虹
〉
を
、
「
チ
ネ
ー
・
ミ
マ
ン
テ
ィ
ー

ミ

ミ

ズ

（
天
の
蚯
蚓
）
」
と
呼
ぶ
。
（
宮
良
当
壮
「
虹
考
」
）

(
注
2
)
(
b
)の
　
「
空
の
柱
」
も
、
日
本
の
『
古
事
記
』
の
　
「
天
の
御
柱
」
と
類

似
し
て
い
る
。

（
注
3
）
　
（
f
）
の
1
0
9
行
に
　
「
赤
い
雲
の
上
で
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
仏
教
の
来
迎
図

や
、
雷
神
想
像
図
の
ご
と
き
神
話
的
認
識
で
あ
ろ
う
が
、
「
橋
型
」
発
想

と
し
て
は
、
（
虹
）
　
の
方
が
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
あ
る
。

（
注
4
）
　
人
種
的
ル
ー
ツ
も
重
な
る
面
が
あ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
人
な
ど
と
同
じ
く
ア
ジ
ア
か
ら
入
っ
て
き
た
民
族
（
フ
ィ
ン
族
）
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ス
タ
イ
ル
の
生
活
・
文
化
を
築
い
た
が
、
言
語
や
伝
承
は
ア

ジ
ア
的
な
も
の
が
多
い
。
ゲ
ル
マ
ン
系
、
ラ
テ
ン
系
等
と
異
な
る
。

（
補
注
）
序
な
が
ら
、
第
十
五
章
の
5
8
0
行
に
水
に
関
係
す
る
　
「
翼
蛇
」
（
↓
伝

説
上
の
ド
ラ
ゴ
ン
）
が
で
て
く
る
が
、
「
橋
型
」
よ
り
古
い
も
の
で
、
（
注

1
）
と
同
じ
く
原
初
的
感
覚
の
残
留
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

c
f
.
　
『
K
A
L
E
V
A
L
A
-
T
H
E
L
A
N
D
 
O
F
H
E
R
O
E
S
-
T
r
a
n
s
l
a
t
e
d
b
y
W
.
F
.

K
i
r
b
y
』
に
よ
る
と
、

T
h
e
r
e
t
o
d
r
i
f
t
i
n
T
u
o
n
i
'
s
r
i
v
e
r
;

A
n
d
h
e
r
a
i
s
e
d
a
w
a
t
e
r
-
s
e
r
p
e
n
t
,

F
r
o
m
t
h
e
w
a
v
e
s
a
s
e
r
p
e
n
t
l
i
f
t
e
d
,

S
e
n
t
i
t
f
o
r
t
h
t
o
m
e
u
n
h
a
p
p
y
,

（
本
資
料
閲
覧
に
関
し
、
本
学
教
授
・
柴
田
正
氏
の
御
協
力
を
た
ま
わ
っ
た
。

多
謝
。
）
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T
h
e
N
o
r
s
e
B
i
f
r
o
s
t
i
s
t
h
e
b
r
i
d
g
e
o
v
e
r
w
h
i
c
h
H
e
i
m
d
a
l
l
s
t
a
n
d
s
g
u
a
r
d
;
a
t
R
a
g
-

n
a
r
〓
k
t
h
e
f
r
o
s
t
g
i
a
n
t
s
w
i
l
l
s
t
o
r
m
t
h
e
b
r
i
d
g
e
a
n
d
r
a
i
d
V
a
l
h
a
l
l
a
,
b
r
e
a
k
i
n
g
t
h
e

b
r
i
d
g
e
i
n
t
o
b
i
t
s
.
T
h
i
s
r
a
i
n
b
o
w
b
r
i
d
g
e
f
l
a
m
e
s
i
n
t
h
r
e
e
c
o
l
o
r
s
,
k
e
e
p
i
n
g
t
h
e

g
i
a
n
t
s
f
r
o
m
m
o
u
n
t
i
n
g
i
t
l
e
s
t
t
h
e
y
m
e
l
t
;
b
u
t
w
h
e
n
t
h
e
b
r
i
d
g
e
c
o
o
l
s
t
h
e
w
a
y

w
i
l
l
b
e
o
p
e
n
.
B
i
f
r
o
s
t
i
s
n
o
t
i
d
e
n
t
i
f
i
e
d
w
i
t
h
t
h
e
r
a
i
n
b
o
w
i
n
t
h
e
E
l
d
e
r
(
P
o
e
t
i
c
)

E
d
d
a
,
b
u
t
S
n
o
r
r
i
S
t
u
r
l
u
s
o
n
'
s
P
r
o
s
e
E
d
d
a
s
o
n
a
m
e
s
i
t
.

私
註
〔
一
〕
　
ビ
フ
ロ
ス
ト
　
〔
三
〕
　
北
欧
神
話
　
〔
四
〕
？
〔
五
〕
　
北
欧
の
ゲ
ル

マ
ン
人
　
〔
六
〕
　
S
t
a
n
d
a
r
d
D
i
c
t
o
n
a
r
y
o
f
f
o
l
k
l
o
r
e
M
y
t
h
o
l
o
g
y
a
n
d
L
e
g
e
n
d

b
y
f
u
n
k
＆
W
a
g
n
a
l
l
s
．
I
n
N
e
w
Y
o
r
k
．
〔
七
〕
　
P
9
2
2
　
〔
八
〕
B
i
f
r
o
s
t
＝
神

が
天
上
か
ら
地
上
に
か
け
た
虹
の
橋
。
H
e
i
m
d
o
l
l
＝
虹
の
橋
の
番
人
。
R
a
g
－

n
a
r
〓
k
＝
北
欧
神
話
の
神
々
の
黄
昏
、
世
界
の
終
り
。
V
a
l
h
a
l
l
a
＝
北
欧
神

三
一



荻　野　恭　茂

話
の
天
国
。

〔
考
〕
世
界
の
終
末
的
設
定
に
つ
い
て
は
、
逆
説
的
に
一
面
、
『
旧
約
聖
書
』

（
＝
2
9
1
）
と
通
う
。
〈
虹
〉
を
〈
天
地
を
つ
な
ぐ
橋
〉
と
す
る
点
は
、
概
念

的
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
『
イ
リ
ア
ス
』
の
場
合
（
＝
3
1
）
と
通
う
面
も

あ
る
が
、
「
橋
」
　
の
具
象
性
は
よ
り
強
い
。
こ
の
　
「
橋
」
的
発
想
、
ま
た
は

修
辞
上
の
メ
タ
フ
ァ
ー
は
、
中
国
で
は
唐
詩
あ
た
り
か
ら
、
そ
の
具
象
性

（
注
1
）

は
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
（
そ
れ
以
前
は
　
「
龍
舟
」
　
が
仙
界
昇
仙
の

（
注
2
）

た
め
の
渡
し
舟
と
し
て
其
の
役
を
果
し
て
い
た
。
こ
の
同
型
は
、
タ
ヒ
チ
に

カ

ヌ

ー

も
あ
り
、
王
の
航
海
す
る
棹
舟
の
名
が
　
「
ア
ヌ
ア
ヌ
ア
」
　
（
a
n
u
a
n
u
a
）
　
と

呼
ば
れ
、
〈
虹
〉
を
意
味
し
て
い
た
。
）
　
か
く
北
欧
神
話
や
古
代
中
国
に
お

い
て
の
み
な
ら
ず
、
〈
虹
〉
　
は
、
フ
ン
ク
・
ワ
グ
ネ
ル
両
者
の
言
の
ご
と
く

（
注
3
）

「
幾
多
の
民
族
の
神
話
の
中
で
虹
は
天
と
地
と
の
間
の
橋
で
あ
」
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
原
初
的
発
想
の
《
天
蛇
》
型
の
次
段
階
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
グ
ロ
ー

バ
ル
に
広
が
っ
て
い
る
も
の
で
、
い
わ
ば
《
橋
》
型
発
想
と
タ
イ
プ
付
け

ら
れ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
正
確
に
い
う
と
、
こ
の
間
に
も

う
一
つ
過
渡
的
な
存
在
と
し
て
、
　
「
蛇
橋
」
型
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
新
幾

内
亜
的
原
始
民
稱
虹
爲
『
蛇
橋
』
」
（
王
孝
廉
著
『
花
與
花
神
』
）
、
す
な
わ

ち
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
原
始
民
等
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス

を
経
て
文
化
的
に
発
展
し
た
《
橋
》
型
発
想
を
、
例
証
的
に
掲
げ
る
な
ら

（
注
4
）

ば
、
上
掲
、
北
欧
神
話
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
古
代
叙
事
詩
『
カ
レ
ワ
ラ
』
、
ギ

リ
シ
ャ
神
話
、
古
き
代
の
中
国
の
詩
、
モ
ン
ゴ
ル
の
叙
事
詩
『
ゲ
シ
ル
・

（

注

5

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

津

6

）

ボ
グ
ド
ゥ
』
、
の
他
、
北
ア
メ
リ
カ
の
各
種
イ
ン
デ
ア
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

（
注
7
）

ア
や
ド
イ
ツ
の
一
部
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ブ
ギ
族
や
マ
カ
サ
ル
南
西
部
住

（

注

8

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

仕

9

）

民
　
（
の
天
地
開
闢
神
話
）
、
セ
レ
ベ
ス
や
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
、
　
ハ
ワ
イ
、
メ

（
注
1
0
）
　
　
　
　
　
（
注
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
3
）

ラ
ネ
シ
ア
方
面
、
イ
ン
ド
、
　
バ
ビ
ロ
ニ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
の
伝
説
、
台

三
二

（

注

1

4

）

　

　

（

注

1

5

）

湾
、
　
朝
鮮
、
等
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
お
お
む
ね
神
霊
・
精
霊
・
死
霊
の
往

来
す
る
道
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
通
行
権
に
は
し
ば
し
ば
条
件
が
付
け

ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
選
択
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
事
実
は
日
本
南
島
・
宮
古
島
の
神
話
の
古
伝
、
創
世
神
の
た
つ
天
空
の

あ

め

　

ゆ

の

づ

　

ば

す

橋
「
天
の
夜
虹
の
橋
」
（
慶
世
村
）
や
、
　
本
土
の
神
話
『
古
事
記
』
中
の

「
天
の
浮
橋
」
　
と
い
う
文
藝
的
表
現
や
、
『
丹
後
風
土
記
』
中
の
　
「
天
の

は
し
だ
て

椅
立
」
、
『
播
磨
風
土
記
』
中
の
　
「
八
十
橋
」
、
『
万
葉
集
』
中
の
　
「
天
橋
」
、

中
世
の
詞
曲
詩
上
に
散
在
す
る
「
天
の
浮
橋
」
と
も
比
考
さ
れ
よ
う
。
さ

ら
に
、
近
世
、
近
松
の
「
虹
の
橋
」
、
長
唄
『
岸
の
柳
』
の
「
虹
の
か
け
は

し
」
、
ま
た
、
近
代
以
後
の
数
々
の
作
品
に
多
出
す
る
　
「
橋
」
　
あ
る
い
は

「
橋
」
的
表
現
の
系
譜
的
先
蹤
で
あ
ろ
う
。

次
に
　
〈
虹
〉
　
の
　
「
色
」
　
の
種
類
・
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
中
国
の
古
代

で
は
陰
陽
五
行
説
の
影
響
下
、
お
お
む
ね
　
「
5
色
」
　
（
＝
五
方
正
色
《
青
・

赤
・
黄
・
白
・
黒
》
か
、
五
方
間
色
《
緑
・
碧
・
紅
・
紫
・
瑠
黄
》
）
　
で

（
注
1
6
）

あ
っ
た
が
、
ア
フ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
の
壁
画
で
は
、
黄
・
赤
・
の
　
「
2

色
」
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ア
ン
に
お
い
て
は
　
「
3
本
の
線
」
（
3
色
？
）

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
神
話
で
は
、
　
燃
え
た
つ
　
「
3
色
」
　
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
も
日
本
と
の
比
考
資
料
と
な
ろ
う
。
「
3
色
」
に
つ
い
て
考
え
る

（
注
1
7
）

に
、
こ
の
　
「
3
色
」
　
は
普
通
の
場
合
の
3
原
色
、
「
赤
・
黄
・
青
」
　
の
こ

と
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
主
た
る
色
は
、
「
黄
」
か
と
思
わ
れ
る
。
波
長

の
一
番
長
い
の
は
　
「
赤
」
　
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
炎
の
色
」
　
は

明
る
い
「
黄
」
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
ウ
ル
・
デ
・
リ
コ
の
『
虹
伝
説
』

中
の
絵
の
中
の
焚
火
の
炎
の
色
も
、
ふ
ち
は
や
や
赤
っ
ぽ
い
が
、
　
ほ
と
ん

ど
が
黄
で
あ
る
虹
を
食
べ
る
7
色
の
鬼
の
首
領
も
「
黄
」
鬼
で
あ
る
。
（
一

番
弱
虫
の
　
「
藍
」
鬼
の
　
「
藍
」
色
は
弱
々
し
く
て
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
）



虹と日本文藝（七）

鈴
木
孝
夫
著
『
閉
さ
れ
た
言
語
・
日
本
語
の
世
界
』
｜
新
潮
選
書
｜
に
よ
る

と
、
太
陽
の
色
も
「
英
語
で
は
黄
色
に
決
っ
て
い
る
」
そ
う
で
あ
る
。
ゴ
ッ

ホ
の
絵
の
太
陽
の
場
合
の
色
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

上
掲
3
3
の
虹
の
話
の
異
伝
と
し
て
、
「
北
欧
人
の
間
に
は
、
オ
ウ
ヂ
ン
が

天
上
の
宮
殿
を
造
っ
て
後
、
小
人
の
助
け
に
よ
っ
て
、
ビ
フ
レ
エ
ス
ト
と

い
う
橋
を
架
け
て
渡
っ
た
。
こ
の
橋
が
即
ち
虹
だ
と
考
え
ら
れ
て
居
り
ま

す
。
虹
が
三
色
を
な
し
て
い
て
、
真
申
の
赤
色
で
あ
る
の
は
火
が
燃
え
て

い
る
か
ら
で
、
こ
の
橋
を
登
っ
て
行
く
だ
け
の
資
格
の
な
い
者
は
、
こ
の

（
注
1
8
）

中
で
焼
い
て
し
ま
う
の
で
す
。
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
3
色
で
あ
る
の
は
わ

か
る
が
、
赤
が
　
「
真
中
」
と
い
う
の
は
科
学
的
に
は
不
可
解
で
あ
る
。
神

話
的
主
観
的
表
現
で
あ
ろ
う
。
と
ま
れ
、
「
三
つ
の
色
に
燃
え
た
っ
て
い

る
」
と
い
う
前
者
の
方
が
、
不
動
尊
の
火
炎
の
ご
と
き
迫
力
に
お
い
て
勝
っ

て
い
る
。
ふ
と
気
づ
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
〈
虹
〉
の
色
を
3
色
と
観
じ
る

の
は
、
古
今
東
西
を
通
し
て
そ
れ
ほ
ど
奇
異
な
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
現
に
、
稿
者
の
机
上
に
も
、
3
色
の
　
〈
虹
〉
が
、
印
刷
さ
れ
た
色
鉛

（
注
1
9
）

筆
用
の
角
型
ケ
シ
ゴ
ム
が
載
っ
て
い
る
。

（
注
2
0
）

し
か
し
、
一
般
的
に
現
代
の
日
本
で
は
〈
虹
〉
は
「
7
色
」
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
日
本
の
文
献
中
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
で
言
え
ば
、
岡
村
良

通
著
す
所
の
随
筆
『
寓
意
革
』
　
（
1
7
5
0
ご
ろ
）
　
が
一
番
古
い
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。

（
注
1
）
曽
布
川
寛
薯
『
崑
崙
山
へ
の
昇
仙
』
（
昭
5
6
、
中
央
公
論
社
）
。

（
注
2
）
　
W
・
ベ
ア
リ
ー
著
　
加
藤
一
夫
訳
『
古
代
文
明
研
究
』
上
巻
（
昭
6
、

春
秋
社
刊
『
世
界
大
思
想
全
集
』
）
P
2
4
0
。
な
お
、
「
王
の
住
む
家
は
『
天

の
雲
』
と
同
義
の
　
「
ア
オ
ラ
イ
」
　
（
a
o
r
a
i
）
　
の
語
で
呼
ば
れ
、
王
の
声
は

『
雷
火
』
、
王
居
に
燃
え
る
矩
火
の
光
芒
は
『
電
火
）
と
名
づ
け
ら
れ
」
す

べ
て
、
　
天
上
界
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
注
3
）
・
（
注
6
）
両
者
著
前
掲
〔
六
〕
辞
書
。

（
注
4
）
資
料
3
2

（
注
5
）
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
バ
イ
カ
ル
湖
に
か
け
て
広
範
な
地
域
に
分
布
す
る
モ

ン
ゴ
ル
の
神
話
的
英
雄
叙
事
詩
。
モ
ン
ゴ
ル
の
神
の
子
ゲ
シ
ル
＝
ボ
ク

ド
ゥ
の
事
跡
を
語
る
も
の
。
（
山
本
節
著
『
神
話
の
森
』
P
4
3
）

（
注
7
）
ベ
ア
リ
ン
グ
・
グ
ウ
ル
ド
著
、
今
泉
忠
義
訳
『
民
俗
学
の
話
』
 
P
1
6
9
。

（
注
8
）
松
本
信
弘
『
日
本
神
話
の
研
究
』
P
1
8
8
。
こ
の
神
話
の
中
に
　
「
太
初

に
天
神
の
子
が
人
類
の
た
め
地
を
経
営
す
る
命
を
受
け
、
虹
の
橋
に
よ
っ

て
地
上
に
下
り
、
そ
の
仕
事
が
終
っ
て
か
ら
天
界
に
下
り
し
三
人
の
男
、

地
又
は
地
下
界
よ
り
来
た
三
人
の
女
と
婚
し
、
人
類
の
祖
と
な
る
。
」
と

あ
る
。
（
…
印
＝
稿
者
に
よ
る
）

（
注
9
）
前
掲
〔
六
〕
辞
書
。

（
注
1
0
）
古
野
清
人
・
馬
淵
東
一
筆
「
虹
を
め
ぐ
る
高
砂
族
の
口
碑
と
習
族
」

（
「
旅
と
伝
説
」
第
十
一
年
第
七
号
。
）

（
注
1
1
）
　
『
カ
タ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
　
（
注
1
2
）
K
a
t
h
a
U
p
a
n
i
s
h
a
d
。
た
だ
し
、

天
界
へ
の
輝
く
虹
の
橋
を
渡
る
の
は
、
　
そ
の
正
邪
に
よ
っ
て
難
易
が
あ

る
。
神
話
に
類
型
多
し
。

（
注
1
2
）
　
山
下
主
一
郎
・
他
訳
『
神
話
伝
承
事
典
）
P
2
6
6
。

（
注
1
3
）
資
料
2
2
3
中
。

（
注
1
4
）
　
（
注
1
0
）
論
文
な
ら
び
に
、
小
泉
鉄
筆
「
蕃
人
の
慣
習
と
土
俗
」
（
雑

誌
『
改
造
』
昭
和
五
年
十
二
月
号
）
　
所
収
「
オ
ッ
ト
フ
」
信
仰
。
こ
の

オ
ッ
ト
フ
　
（
死
霊
ま
た
は
精
霊
）
信
仰
の
特
色
は
、
　
「
善
き
」
　
オ
ッ
ト
フ

は
、
時
々
海
の
彼
方
の
浄
土
か
ら
〈
虹
の
橋
〉
を
渡
っ
て
や
っ
て
き
て
遺

族
や
族
衆
に
幸
福
を
授
け
る
｜
こ
と
で
あ
る
。
（
c
f
．
2
7
）

（
注
1
5
）
263
｜
（
c
）
（d
）
（
e

）
参
照

（
注
1
6
）
　
「
オ
レ
ン
ヂ
自
由
国
を
流
れ
る
カ
レ
ド
ン
　
（
c
a
l
e
d
o
n
）
河
南
岸
の
小

丘
の
洞
穴
中
に
『
虹
を
背
負
う
女
の
雨
S
h
e
－
r
a
i
n
』
と
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
自

ら
の
説
明
す
る
壁
画
が
残
さ
れ
て
い
る
。
形
は
牛
の
如
く
、
全
身
に
わ

た
っ
て
上
部
に
黄
と
赤
の
二
色
で
表
さ
れ
た
虹
を
横
た
え
る
。
」
（
石
田
英

三
三
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一
郎
著
『
河
童
駒
引
考
』
　
P
1
0
6
）

（
注
1
7
）
時
板
誠
記
・
吉
田
精
一
編
『
国
語
中
辞
典
』
　
（
昭
4
8
、
角
川
書
店
）
　
に

「
①
普
通
の
絵
の
具
で
は
、
赤
・
青
．
黄
の
三
色
。
光
で
は
赤
・
育
・
緑

の
三
色
を
い
う
。
」
　
と
あ
る
。

（
注
1
8
）
ベ
ア
リ
ン
グ
・
グ
ウ
ル
ド
著
今
泉
忠
義
訳
『
民
俗
学
の
話
』
P
1
6
8
。

（
…
印
は
稿
者
）
。

（
注
1
9
）
E
R
A
S
E
R
F
O
R
C
O
L
O
R
E
D
P
E
N
C
I
L
－
S
E
E
D
m
a
d
e
i
n
j
a
p
a
n
．
た
だ

し
、
色
は
赤
。

（
注
2
0
）
世
界
の
古
代
を
見
渡
す
と
、
訳
者
の
先
入
観
が
入
っ
て
い
る
か
ど
う

か
は
定
か
で
な
い
が
、
北
極
圏
の
エ
ス
キ
モ
ー
人
の
詩
の
〈
虹
〉
（
＝
2
4
）

と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
昔
話
に
出
て
く
る
〈
虹
〉
（
＝
2
8
）
に
、
そ
の
「
7

色
」
　
が
見
ら
れ
た
。
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I
n
E
u
r
o
p
e
,
i
t
i
s
b
e
l
i
e
v
e
d
t
h
a
t
a
n
y
o
n
e
p
a
s
s
i
n
g
b
e
n
e
a
t
h
a
r
a
i
n
b
o
w
w
i
l
l
b
e

t
r
a
n
s
f
o
r
m
e
d
,
m
a
n
i
n
t
o
w
o
m
a
n
,
w
o
m
a
n
 
i
n
t
o
m
a
n
.
I
n
R
u
m
a
n
i
a
,
f
o
r

e
x
a
m
p
l
e
,
i
t
i
s
s
a
i
d
t
h
a
t
t
h
e
r
a
i
n
b
o
w
s
t
a
n
d
s
w
i
t
h
e
a
c
h
e
n
d
i
n
a
r
i
v
e
r
,
a
n
d

a
n
y
o
n
e
c
r
e
e
p
i
n
g
t
o
i
t
s
e
n
d
o
n
h
a
n
d
s
a
n
d
k
n
e
e
s
a
n
d
d
r
i
n
k
i
n
g
t
h
e
w
a
t
e
r
i
t

t
o
u
c
h
e
s
w
i
l
l
i
n
s
t
a
n
t
l
y
c
h
a
n
g
e
s
e
x
.
(
S
e
e
b
e
l
o
w
f
o
r
t
h
e
c
o
n
n
e
c
t
i
o
n
o
f
t
h
e
r
a
-

i
n
b
o
w
w
i
t
h
t
h
e
s
e
r
p
e
n
t
,
a
n
d
c
o
m
p
a
r
e
T
i
r
e
s
i
a
s
.
)

私
註
〔
一
〕
　
〈
虹
〉
　
に
よ
る
性
転
換
信
仰
〔
三
〕
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
俗
信

〔
四
〕
？
〔
五
〕
？
〔
六
〕
3
3
と
同
〔
七
〕
　
P
9
2
2

〔
考
〕
こ
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
る
、
虹
の
下
を
く
ぐ
り
抜
け
た
り
、
虹

の
根
の
触
れ
て
い
る
所
の
水
を
呑
む
と
、
男
は
女
に
、
女
は
男
に
変
身
す

る
と
い
う
、
い
わ
ば
、
虹
に
よ
る
《
性
転
換
》
信
仰
は
、
　
こ
の
俗
信
の
型

三
四

と
し
て
は
特
異
な
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
初
等
数
学
に
お
け
る
移
項
の
よ

う
で
面
白
い
。
こ
れ
も
、
い
つ
か
ど
こ
か
で
、
東
洋
の
　
「
陰
陽
道
」
思
想

が
（
脚
注
に
も
暗
示
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
）
雌
雄
淫
着
性
の
濃
厚
な
「
蛇
」

信
仰
と
結
び
つ
き
つ
つ
混
入
し
、
変
容
を
き
た
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
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T
h
e
g
r
e
a
t
s
n
a
k
e
o
f
t
h
e
u
n
d
e
r
n
e
a
t
h
,
t
h
e
r
a
i
n
b
o
w
s
e
r
p
e
n
t
o
f
Y
o
r
u
b
a
,
i
s
,
l
i
k
e

m
a
n
y
o
t
h
e
r
m
y
t
h
o
l
o
g
i
c
a
l
s
e
r
p
e
n
t
s
,
a
n
e
a
r
t
h
g
o
d
.
H
e
c
o
m
e
s
f
r
o
m
t
h
e
e
a
r
t
h

t
o
d
r
i
n
k
i
n
t
h
e
s
k
y
.

私
註
〔
一
〕
西
ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ル
バ
族
の
〈
虹
〉
〔
三
〕
ア
フ
リ
カ
の
俗
信

〔
四
〕
？
〔
六
〕
3
3
と
同
〔
七
〕
　
P
9
2
2

〔
考
〕
　
（
虹
）
を
地
下
の
大
蛇
と
観
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
地
の
神
で
も
あ

る
。
そ
の
蛇
は
大
地
か
ら
天
空
へ
水
を
飲
む
た
め
に
来
る
の
で
あ
る
。
天

蛇
型
と
比
べ
、
そ
の
発
想
が
正
反
対
で
あ
る
所
に
特
色
が
あ
る
。
か
く
て
、

大
地
の
主
で
あ
る
蛇
神
が
天
空
を
も
支
配
し
、
大
切
な
気
象
を
も
支
配
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
小
島
瓔
〓
編
『
蛇
の
宇
宙
誌
』
　
（
1
9
9
1
、
東
京
美

術
）
　
に
よ
る
と
、
こ
の
型
は
、
ア
フ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
・
オ
ー

ト
ラ
リ
ア
・
ア
メ
リ
カ
等
に
も
残
っ
て
お
り
、
「
日
本
で
も
、
大
地
の
主
の

蛇
の
信
仰
が
あ
り
、
そ
れ
が
雷
神
信
仰
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
日
本
の
虹

の
観
念
も
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
蛇
信
仰
と
同
じ
基
礎
に
成
り
立
っ
て
い
た
」

と
い
う
。
〈
虹
〉
　
と
日
本
文
藝
を
考
え
る
際
に
も
一
つ
の
示
唆
と
な
る
。



虹と日本文藝（七）

36

（
前
略
）
マ
ザ
レ
ば
あ
さ
ん
は
、
は
な
し
は
じ
め
ま
し
た
。
「
み
ず
う
み
に
　
い
っ
て
で

き
る
だ
け
　
み
ご
と
な
　
に
じ
を
　
か
け
る
の
じ
ゃ
。
オ
ン
デ
ィ
ー
ナ
は
　
き
っ

と
　
に
じ
を
み
に
く
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
ら
　
お
ま
え
は
、
ほ
う
せ
き
う
り

に
　
ば
け
て
、
｜
き
れ
い
だ
な
。
（
a
）
こ
の
に
じ
の
か
け
ら
で
、
ほ
う
せ
き
を

つ
く
ろ
う
｜
と
　
い
っ
て
、
に
じ
の
　
は
し
を
　
ち
ょ
ん
と
　
き
っ
て
、
ほ

う
せ
き
ぶ
く
ろ
に
　
い
れ
て
み
せ
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
　
さ
っ
き
の
に
じ
が

ほ
う
せ
き
に
　
か
わ
っ
た
よ
う
な
　
ふ
り
を
し
て
、
ほ
ん
も
の
の
　
ほ
う
せ
き

を
　
と
り
だ
し
て
　
お
ひ
さ
ま
に
　
ひ
か
ら
せ
て
　
み
せ
る
ん
だ
。
オ
ン
デ
ィ
ー

ナ
め
、
き
っ
と
　
そ
の
　
ほ
う
せ
き
が
　
ほ
し
く
な
る
。
そ
う
し
た
ら
、
｜
う

ち
へ
　
い
け
ば
、
も
っ
と
　
き
れ
い
な
の
が
　
た
く
さ
ん
　
あ
る
よ
。
ほ
し
け

れ
ば
　
つ
い
て
お
い
で
｜
と
　
い
う
ん
だ
。
あ
い
つ
は
　
き
っ
と
　
お
ま
え
に

つ
い
て
い
く
だ
ろ
う
。
」

＝
A

（
中
略
）
　
（
宝
石
売
り
に
化
け
忘
れ
た
、
ま
ぬ
け
な
）

ま
ほ
う
つ
か
い
は
、
い
き
な
り
　
に
じ
を
　
じ
め
ん
に
　
ひ
き
づ
り
お
ろ
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
　
ず
た
ず
た
に
　
ち
ぎ
っ
て
、
み
ず
う
み
に
　
な
げ
こ
み
ま
し

た
。
に
じ
の
　
か
け
ら
は
、
き
ら
き
ら
　
ひ
か
り
な
が
ら
、
み
ず
う
み
の
　
そ

こ
に
　
し
ず
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
の
ひ
か
ら
、
こ
の
み
ず
う
み
　
み
ず
は
、

う
つ
く
し
い
　
七
い
ろ
の
　
に
じ
の
　
い
ろ
に
　
か
わ
り
ま
し
た
。
　
＝
B

私
註
〔
一
〕
　
『
に
じ
の
み
ず
う
み
』
1
9
7
0
、
　
偕
成
社
　
〔
二
〕
　
中
部
・
末
部

〔
三
〕
　
イ
タ
リ
ア
の
昔
話
〔
四
〕
？
〔
五
〕
　
文
・
坂
本
鉄
男
　
絵
・
岩
崎
ち

ひ
ろ
　
〔
六
〕
　
〔
一
〕
　
に
同
　
〔
七
〕

P

19
・

20

＝

A

P
30
・

31

＝

B

〔
考
〕
　
こ
の
絵
本
の
文
を
書
い
た
イ
タ
リ
ア
語
学
者
の
坂
本
鉄
男
は
「
『
に

じ
の
み
ず
う
み
』
は
、
イ
タ
リ
ア
北
部
に
つ
た
わ
る
む
か
し
話
で
す
。
（
略
）

け
し
き
の
美
し
い
と
こ
ろ
に
は
、
そ
の
美
し
さ
に
関
係
の
あ
る
伝
説
や
民

話
が
つ
た
わ
っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
カ
レ
ッ
ツ
ァ
湖
も
、
ほ
ん
と

う
に
虹
を
と
か
し
た
よ
う
な
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
き
れ
い
に

澄
ん
だ
水
を
た
た
え
た
湖
で
す
。
（
略
）
」
と
記
し
て
い
る
が
、
も
と
は
、

そ
の
美
し
い
湖
の
水
の
色
の
由
縁
を
説
く
、
い
わ
ば
類
型
と
し
て
よ
く
あ

る
成
立
伝
説
で
あ
る
。
B
部
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
A
部
は
、
そ
の
湖
に
住

む
、
美
し
い
水
の
精
・
オ
ン
デ
ィ
ー
ナ
を
好
き
に
な
っ
た
、
深
い
森
に
住

む
、
ま
ぬ
け
で
醜
い
若
い
魔
法
使
い
は
、
あ
の
手
こ
の
手
で
水
の
精
を
つ

か
ま
え
よ
う
と
す
る
が
、
こ
と
ご
と
く
失
敗
す
る
。
そ
こ
で
、
大
先
輩
の

魔
法
使
い
で
あ
る
マ
ザ
レ
ば
あ
さ
ん
に
知
恵
を
拝
借
す
る
こ
と
に
し
た
が
、

そ
の
マ
ザ
レ
ば
あ
さ
ん
の
考
え
た
策
略
で
あ
る
。

（
a
）
部
に
は
、
次
資
料
3
7
ほ
ど
直
接
的
で
は
な
い
が
、
そ
の
発
想
の
奥
に

《
虹
脚
埋
宝
》
説
話
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
話
が
「
ド
イ
ツ

語
系
住
民
の
あ
い
だ
に
つ
た
わ
っ
た
も
の
で
」
（
坂
本
鉄
男
記
）
あ
る
こ
と

と
も
関
係
が
あ
ろ
う
。
〈
虹
〉
と
〈
宝
石
〉
と
の
関
係
、
堅
密
度
は
や
や
薄

め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
そ
こ
に
文
藝
的
創
意
が
働
い
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
「
七
い
ろ
の
に
じ
」
と
い
う
の
も
、
昔
話
と
し
て
は
や
や
現
代
臭

が
あ
る
。
3
7
の
発
展
型
と
見
て
お
け
ば
よ
か
ろ
う
。
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む

か

し

ち

い

　

　

ま

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

を

と

こ

　

す

昔
、
小
さ
な
町
に
、
シ
ン
ギ
ー
と
い
ふ
男
が
住
ん
で
ゐ
ま
し
た
。
A
た
い
へ
ん

三
五
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よ

く

　

ふ

か

　

を

と

こ

欲
の
深
い
男
で
し
た
の
で
、
み
ん
な
か
ら
き
ら
は
れ
て
ゐ
ま
し
た
。

と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ほ
　
　
　
　
　
た
び
　
ゞ
と
　
　
　
　
　
　
　
に
じ
　
　
あ
し
　
　
　
じ
　
め
ん

あ
る
時
シ
ン
ギ
ー
は
、
B
町
を
通
っ
た
旅
人
か
ら
、
虹
の
脚
が
地
面
に
く
っ
つ

ほ

こ

が

ね

み

い
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
掘
る
と
、
黄
金
が
い
く
ら
で
も
見
つ
か
る
と
い
ふ
こ
と
を

き

　

　

　

　

　

　

た

び

ゞ

と

　

は

な

し

　

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ふ

た

　

　

め

　

ど

ん

ぐ

り

聞
き
ま
し
た
。
旅
人
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
シ
ン
ギ
ー
は
二
つ
の
眼
を
〓
栗
の

ま

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

い

に

ち

〓

　

　

　

は

な

し

よ
う
に
圓
く
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
ふ
も
の
は
毎
日
々
々
そ
の
話
ば
か
り

あ

た

ま

な

か

　

　

　

　

　

　

　

　

い

っ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

じ

　

た

頭
の
中
で
く
り
か
へ
し
て
、
一
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
虹
の
立
つ
の
を
ま
つ
て
ゐ

ま
し
た
。

な

つ

ゆ

ふ

べ

あ

め

　

　

　

　

そ

ら

　

き

れ

い

　

に

じ

あ

ら

は

と
う
〓
あ
る
夏
の
夕
の
雨
あ
が
り
の
空
に
綺
麗
な
虹
が
現
れ
ま
し
た
。
シ

い

そ

　

　

も

の

お

　

　

　

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

　

と

　

だ

　

　

　

　

き

　

　

く

る

ン
ギ
ー
は
急
い
で
物
置
き
か
ら
し
ゃ
べ
る
を
取
り
出
し
て
、
　
氣
で
も
狂
っ
た
よ

う

ち

　

と

　

　

だ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

か

た

　

　

　

　

　

　

　

そ

ら

う
に
内
を
飛
び
出
し
ま
し
た
。
シ
ン
ギ
ー
は
し
ゃ
べ
る
を
肩
に
し
た
ま
ゝ
、
空
ば

み

い

あ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

り

か
り
見
つ
め
て
、
ど
こ
ま
で
も
、
ど
こ
ま
で
も
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
が
、
森
を

か

は

　

わ

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ

ろ

　

　

　

の

は

ら

　

こ

ぬ
け
て
も
川
を
渡
つ
て
も
、
そ
れ
か
ら
廣
い
〓
野
原
を
越
え
て
も
、
や
っ
ぱ

三
六

い

に

じ

　

え

ん

ぽ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

じ

　

あ

し

　

じ

め

ん

り
虹
は
遠
方
に
か
ゝ
つ
て
ゐ
ま
す
。
い
く
ら
行
つ
て
も
虹
の
脚
が
地
面
に
く
っ

で
あ

つ
い
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
は
出
會
ひ
ま
せ
ん
。

に

じ

　

ゆ

め

　

　

　

　

　

　

　

　

き

　

う

そ
の
う
ち
に
虹
は
夢
の
よ
う
に
ふ
っ
と
消
え
失
せ
ま
し
た
。
シ
ン
ギ
ー
は
も

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

は

ふ

　

だ

　

　

　

　

　

　

く

さ

は

ら

　

な

か

う
が
っ
か
り
し
て
、
し
ゃ
べ
る
を
投
り
出
し
た
ま
ゝ
、
草
原
の
中
に
ぐ
た
り
と

た
ふ倒
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

き

も

の

　

な

に

　

ど

ろ

「
あ
ゝ
あ
ゝ
、
ひ
ど
い
め
に
あ
つ
た
。
ど
う
だ
、
着
物
も
何
も
泥
だ
ら
け
だ
」ね

お

ほ

　

　

た

　

い

き

シ
ン
ギ
ー
は
か
う
い
つ
て
、
大
き
な
溜
め
息
を
つ
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
根
が

た

い

　

　

　

よ

く

ば

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

へ

大
へ
ん
な
欲
張
り
な
の
で
、
そ
の
ま
ゝ
う
ち
に
歸
ら
う
と
は
し
な
い
で
、
ど
こ

め

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

る

　

だ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

ん

が

と
い
ふ
日
當
て
も
な
く
の
こ
〓
と
歩
き
出
し
ま
し
た
。
シ
ン
ギ
ー
の
考
へ
で

に

じ

　

あ

し

　

じ

め

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

く

つ

き

は
虹
の
脚
が
地
面
に
く
っ
つ
い
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
ま
で
は
、
幾
月
で

い

く

ね

ん

　

　

あ

る

　

ま

は

も
幾
年
で
も
歩
き
廻
る
つ
も
り
で
し
た
。

ひ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

あ

め

　

　

　

　

　

　

ふ

　

つ

ゞ

シ
ン
ギ
ー
は
、
日
が
か
ん
〓
照
り
つ
け
て
も
、
雨
が
ざ
あ
〓
降
り
續
い

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

　

か

た

　

　

　

　

　

へ

い

き

　

あ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

い

だ

て
も
、
し
ゃ
べ
る
を
肩
に
し
た
ま
ゝ
平
氣
で
歩
き
つ
ゞ
け
ま
し
た
。
そ
の
間
に

に

じ

　

い

く

ど

　

　

　

そ

ら

あ

ら

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

じ

め

ん

虹
は
幾
度
と
な
く
空
に
現
れ
ま
し
た
が
、
　
ど
う
し
て
も
地
面
に
く
っ
つ
い
て
ゐ

み

る
と
こ
ろ
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
へ
　
　
　
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
ね
ん
　
み
　
つ
き

ひ

家
を
出
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
三
年
三
月
に
な
っ
た
あ
る
日
の
こ
と
、
シ
ン
ギ
ー

あ

る

　

　

　

　

　

　

　

の

な

か

　

す

ぎ

　

ね

も

と

　

ね

は
歩
き
く
た
び
れ
て
野
中
の
杉
の
根
元
に
寝
こ
ろ
ん
で
、
う
と
〓
な
つ
て
ゐ

あ
た
ま
　
う
へ

ま
し
た
。
す
る
と
頭
の
上
で
、

に
じ

「
ま
あ
、
き
れ
い
な
虻
だ
ね
」

き

れ

い

　

　

　

　

　

　

に

じ

　

じ

め

ん

「
ほ
ん
と
に
綺
麗
だ
ね
。
あ
の
虹
が
地
面
に
く
っ
つ
い
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
は
、

こ

が

ね

　

う

づ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

ん

げ

ん

　

ヽ

ヽ

ヽ

ど
っ
さ
り
黄
金
が
埋
ま
つ
て
ゐ
る
が
ね
、
人
間
の
と
ん
ま
に
は
と
て
も
わ
か
る

ま
い
よ
」

い

き

「
わ
か
つ
て
も
だ
め
さ
。
そ
こ
ま
で
行
く
う
ち
に
は
消
え
て
し
ま
ふ
か
ら
」

に

じ

　

ほ

う

　

む

　

　

　

　

ひ

と

い

き

「
な
に
そ
れ
に
は
い
ゝ
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
。
虹
の
方
を
向
い
て
ね
、
一
息
に
、

に

じ

　

　

　

に

じ

　

　

　

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

　

　

　

　

　

　

　

さ

ん

ど

『
虹
さ
ん
、
虹
さ
ん
、
消
え
る
な
よ
。
お
れ
が
行
く
ま
で
消
え
る
な
よ
』
と
三
度



虹と日本文藝（七）

と

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

唱
へ
る
と
、
ど
う
し
た
つ
て
消
え
っ
こ
は
な
い
ん
だ
か
ら
」

し

ゃ

べ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

た

　

に

ん

げ

ん

　

ね

「
お
い
〓
、
め
っ
た
な
こ
と
を
喋
つ
て
は
い
け
な
い
よ
。
下
に
人
間
が
寝
こ
ろ

ん
で
ゐ
る
ぢ
ゃ
な
い
か
」

だ

い

じ

ょ

う

ぶ

　

　

　

　

　

　

　

　

ね

こ

「
大
丈
夫
だ
よ
、
ぐ
っ
す
り
寝
込
ん
で
ゐ
る
か
ら
ね
」

は

な

　

ご

ゑ

　

き

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

　

　

　

　

　

　

う

れ

と
い
ふ
話
し
聲
が
聞
え
ま
し
た
。
シ
ン
ギ
ー
は
そ
れ
を
聞
く
と
、
も
う
嬉
し
い

む

ね

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

め

　

あ

　

　

み

の
で
胸
が
わ
く
〓
し
て
來
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
つ
と
眼
を
開
け
て
見
ま
す
と
、

す

ぎ

　

こ

え

だ

　

に

ひ

き

か

ら

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

杉
の
小
枝
に
二
匹
の
烏
が
と
ま
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
シ
ン
ギ
ー
は
い
き
な
り
立
ち

あ

が

　

　

お

ほ

　

　

こ

ゑ

　

　

　

　

　

　

　

さ

け

　

　

　

　

　

か

ら

す

上
つ
て
大
き
な
聲
で
、
は
ー
と
、
叫
び
ま
し
た
。
烏
ど
も
は
び
っ
く
り
し
て
、

は

ば

た

　

　

　

に

　

だ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

む

ば
た
〓
と
羽
叩
き
し
て
逃
げ
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
向
き
も
し
な
い
で
、

に

じ

　

み

　

　

　

　

　

　

ひ

と

い

き

シ
ン
ギ
ー
は
虹
を
見
つ
め
た
ま
ゝ
、
一
息
に
、

に

じ

　

　

　

に

じ

　

　

　

　

き

虹
さ
ん
、
虹
さ
ん
、
消
え
る
な
よ
。

い

き

お
れ
が
行
く
ま
で
消
え
る
な
よ
。

さ

ん

ど

と

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

つ

か

　

　

　

　

い

つ

　

　

　

に

じ

　

め

と
三
度
唱
へ
ま
し
た
。
そ
し
て
し
ゃ
べ
る
を
〓
む
な
り
、
一
さ
ん
に
虹
を
目
が

か

　

　

だ

け
て
駆
け
出
し
ま
し
た
。

い

い
つ
ち
ょ
う
　
　
に
　
ち
ょ
う
　
さ
ん
ち
ょ
う
　
　
む
ち
ゅ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

一
町
、
二
町
、
三
町
、
　
夢
中
に
な
つ
て
駈
け
て
行
く
う
ち
に
、
だ
ん
〓

に

じ

　

は

し

　

ち

か

　

　

　

　

　

　

　

は

ん

り

　

　

　

　

は

し

　

　

は

し

と
虹
の
橋
に
近
づ
き
ま
し
た
。
半
里
も
ひ
た
走
り
に
走
り
ま
す
と
、
ま
あ
、
ど

あ

ざ

や

な

ゝ

い

ろ

に

じ

あ

し

い

づ

み

そ

ば

す

こ

う
で
せ
う
。
c
鮮
か
な
七
色
を
し
た
虹
の
脚
は
、
と
あ
る
泉
の
傍
で
、
吸
ひ
込
ま

じ
め
ん

れ
る
よ
う
に
、
地
面
に
く
っ
つ
い
て
ゐ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
し
め
た
」

か

ほ

　

ま

っ

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

せ

　

な

が

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

ぼ

顔
を
眞
赤
に
し
て
、
だ
く
〓
と
汗
を
流
し
て
ゐ
る
シ
ン
ギ
ー
は
、
覺
え
ず

さ

け

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

ひ

ら

め

　

　

　

　

　

　

　

ほ

　

は

じ

か
う
叫
び
ま
し
た
。
さ
う
し
て
す
ぐ
に
し
ゃ
べ
る
を
閃
か
し
て
そ
こ
を
掘
り
始
め

こ

い

し

ま

じ

　

　

つ

ち

　

　

　

　

　

　

ほ

　

　

さ

ま
し
た
。
小
石
混
り
の
土
を
ぐ
ん
〓
堀
り
下
げ
て
ゐ
る
う
ち
に
、
た
ち
ま
ち
、

お
と

か
ち
り
と
た
ゞ
な
ら
ぬ
音
が
し
ま
し
た
。

ヽ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

は

ふ

　

だ

　

　

の

ぞ

　

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

ぶ

シ
ン
ギ
ー
は
、
し
ゃ
べ
る
を
投
り
出
し
て
覗
き
込
み
ま
し
た
。
と
た
ん
に
眩
し

ひ

か

り

　

　

　

　

　

　

　

ほ

と

ば

し

　

　

　

　

あ

な

そ

こ

か

　

　

　

　

　

　

ぞ

か

ぞ

い
光
が
さ
っ
と
あ
た
り
に
迸
り
ま
し
た
。
穴
の
底
に
は
數
へ
て
も
數
へ
き
れ
ぬ

こ

が

ね

　

　

う

づ

ほ
ど
の
黄
金
が
埋
も
れ
て
ゐ
る
の
で
し
た
。

「
し
め
た
っ
」

く

ち

　

　

　

　

お

な

　

こ

と

ば

ほ

と

ば

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

な

シ
ン
ギ
ー
の
口
か
ら
ま
た
同
じ
言
葉
が
迸
り
ま
し
た
。
シ
ン
ギ
ー
は
、
穴
の

す

わ

　

こ

　

　

　

　

　

こ

が

ね

　

な

か

　

ひ

ぢ

　

　

て

　

つ

　

こ

そ
ば
に
ぺ
た
り
と
坐
り
込
ん
だ
ま
ゝ
、
黄
金
の
中
に
肱
ま
で
手
を
突
っ
込
ん
で
、

ほ

ど

う

れ

　

　

　

　

か

ほ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

じ

な
ん
と
も
い
へ
ぬ
程
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
ま
し
た
。
と
、
そ
の
せ
つ
な
、
虹
が

き

　

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

ほ

い

そ

　

　

こ

が

ね

　

す

く

　

だ

さ
っ
と
消
え
失
せ
ま
し
た
。
シ
ン
ギ
ー
は
大
急
ぎ
で
黄
金
を
掬
ひ
出
し
て
、
か

よ

う

い

　

　

　

　

　

お

ほ

　

　

ふ

く

ろ

　

　

　

　

　

つ

　

こ

ね
て
用
意
し
て
お
い
た
大
き
な
袋
に
ぎ
っ
し
り
詰
め
込
み
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

し

ょ

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

つ

ゑ

　

あ

る

　

だ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ふ

く

ろ

れ
を
背
負
ひ
な
が
ら
、
し
ゃ
べ
る
を
杖
に
歩
き
出
し
ま
し
た
。
あ
ん
ま
り
袋
が

お

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

る

重
い
の
で
、
シ
ン
ギ
ー
は
歯
を
く
ひ
し
ぼ
つ
て
、
よ
ろ
め
き
〓
歩
き
ま
し
た
。

あ

る

　

　

　

　

せ

　

う

へ

　

　

　

　

　

　

　

こ

が

ね

　

な

　

お

と

　

き

そ
れ
で
も
歩
く
た
び
に
背
の
上
で
ざ
く
〓
と
黄
金
の
鳴
る
音
を
聞
く
と
、
も

ふ
く
ろ
　
お
も

う
袋
の
重
い
ぐ
ら
ゐ
は
な
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

み

ち

ば

た

　

ち

ひ

　

　

も

り

　

な

か

　

　

て

　

　

　

　

あ

は

　

　

を

ど

　

ま

は

す
る
と
道
傍
の
小
さ
い
森
の
中
に
、
手
を
つ
な
ぎ
合
せ
て
踊
り
廻
つ
て
ゐ
た

も

り

　

せ

い

　

こ

び

と

ど

も

　

　

　

　

す

が

た

　

み

D
森
の
精
の
小
人
共
が
、
そ
の
姿
を
見
つ
け
ま
し
た
。

こ

び

と

ど

も

　

　

　

　

　

　

を

ど

　

　

や

と
、
小
人
共
は
、
ぴ
た
り
と
踊
り
を
止
め
て
、

み

　

　

　

　

よ

く

ば

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

も

「
お
い
、
お
い
。
あ
れ
を
見
な
い
か
。
A
欲
張
り
の
シ
ン
ギ
ー
が
、
な
ん
だ
か
重
い

し
ょ

も
の
を
背
負
つ
て
ゐ
る
よ
」

た

か

ら

も

の

　

　

ぬ

す

　

だ

「
な
ん
だ
ら
う
。
あ
れ
の
こ
と
だ
か
ら
、
き
っ
と
寶
物
で
も
盗
み
出
し
た
ん
だ

ら
う
」

ひ
と
「
一
つ
い
た
づ
ら
を
し
て
や
ら
う
ぢ
ゃ
な
い
か
」

「
う
ん
、
そ
れ
が
い
ゝ
、
そ
れ
が
い
ゝ
」

こ

び

と

ど

も

　

あ

し

お

と

　

し

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う

し

ろ

　

　

か

　

だ

と
、
小
人
共
は
足
音
を
忍
ば
せ
て
、
シ
ン
ギ
ー
の
後
か
ら
駈
け
出
し
ま
し
た
。

な

に

　

　

せ

　

た

か

　

ご

す

ん

　

　

　

　

こ

を

と

こ

　

　

　

　

　

く

さ

は

ら

　

う

へ

　

み

が

る

　

か

何
し
ろ
背
の
高
さ
五
寸
ぐ
ら
ゐ
の
小
男
ば
か
り
が
、
草
原
の
上
を
身
軽
に
駈
け

ひ

　

に

し

　

そ

ら

　

し

づ

る
の
で
す
し
、
そ
れ
に
も
う
日
も
西
の
空
に
沈
み
か
け
て
ゐ
ま
し
た
の
で
、
シ

き

ン
ギ
ー
は
、
　
ち
っ
と
も
そ
れ
に
氣
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま

つ

さ

き

　

　

　

　

　

　

　

ひ

と

り

　

こ

び

と

　

　

　

　

　

　

み

　

を

ど

　

　

　

ふ

く

ろ

　

と

眞
先
に
か
け
つ
け
た
一
人
の
小
人
は
、
ひ
ら
り
と
身
を
躍
ら
し
て
、
袋
に
飛
び

三
七
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ふ

と

こ

ろ

　

よ

う

じ

　

　

　

こ

が

た

な

　

と

　

だ

　

　

　

　

　

ふ

く

ろ

つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
懐
か
ら
楊
枝
ほ
ど
の
小
刀
を
取
り
出
し
て
、
そ
っ
と
袋
の

そ

こ

　

ち

い

　

　

あ

な

　

あ

　

　

　

　

　

　

　

た

い

　

　

こ

が

ね

　

　

　

あ

な

　

　

ひ

と

　

ひ

と

底
に
小
さ
な
穴
を
明
け
ま
し
た
。
さ
ぁ
大
へ
ん
、
黄
金
は
そ
の
穴
か
ら
一
つ
一
つ

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

ふ

ひ

　

ひ

ら

め

　

　

じ

め

ん

　

お

漏
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
き
ら
〓
と
夕
日
に
閃
い
て
地
面
に
落
ち
よ
う
と
す
る

お

ほ

ぜ

い

　

こ

び

と

ど

も

　

り

ょ

う

て

　

ひ

ら

　

　

ひ

と

　

　

　

　

　

　

　

う

　

と

と
、
大
勢
の
小
人
共
が
兩
手
を
開
い
て
一
つ
〓
そ
れ
を
受
け
留
め
ま
す
。
だ

ふ

く

ろ

　

　

に

ぼ

　

だ

　

　

　

　

　

　

　

　

お

と

　

た

か
ら
い
く
ら
袋
か
ら
滾
れ
出
し
て
も
、
ち
っ
と
も
音
を
立
て
ま
せ
ん
。
シ
ン
ギ
ー

い

あ

ひ

か

は

　

　

ひ

た

ひ

あ

せ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

る

は
相
變
ら
ず
額
に
汗
を
に
じ
ま
し
て
、
の
そ
り
〓
と
歩
い
て
行
き
ま
す
。

こ

が

ね

　

へ

　

　

　

　

　

　

ふ

く

ろ

お

も

　

　

か

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

黄
金
が
減
る
に
つ
け
て
、
袋
の
重
さ
が
輕
く
な
つ
て
は
、
シ
ン
ギ
ー
に
氣
ど
ら

こ

び

と

ど

も

　

あ

と

　

　

　

　

　

ふ

く

ろ

　

と

　

　

　

　

　

　

こ

が

ね

れ
る
と
い
ふ
の
で
、
小
人
共
は
後
か
ら
〓
と
袋
に
飛
び
つ
き
ま
す
。
黄
金
が

い

へ

　

　

　

　

　

　

　

ふ

く

ろ

　

う

へ

　

こ

び

と

　

か

ず

　

し

だ

い

減
る
に
つ
れ
て
、
袋
の
上
の
小
人
の
數
が
次
第
に
ふ
え
て
行
き
ま
す
。
そ
し
て

ふ

く

ろ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ

が

　

　

　

　

　

ち

ひ

　

　

　

　

こ

ゑ

袋
の
ま
は
り
に
、
ず
ら
り
と
ぶ
ら
下
り
な
が
ら
、
小
さ
い
〓
聲
で
く
す
〓

わ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

ふ

く

ろ

な

か

　

こ

が

ね

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

ろ

　

　

ふ

く

ろ

笑
つ
て
ゐ
ま
す
。
や
が
て
袋
の
中
の
黄
金
が
す
っ
か
り
な
く
な
る
頃
に
は
、
袋
の

こ

び

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

び

と

　

　

た

が

ひ

か

ほ

　

み

あ

は

ま
は
り
が
小
人
だ
ら
け
に
な
り
ま
し
た
。
小
人
た
ち
は
互
に
顔
を
見
合
し
て
、

「
お
い
、
シ
ン
ギ
ー
も
、
ず
い
ぶ
ん
と
ん
ま
だ
な
」

た

ち

　

こ

が

ね

　

お

も

　

　

　

ご

し

ょ

い

わ

だ

い

じ

　

し

ょ

「
お
れ
達
を
黄
金
と
思
っ
て
、
　
後
生
大
事
に
背
負
つ
て
ゐ
る
の
が
を
か
し
い
ね
」

あ

な
ど
さ
ゝ
や
き
合
っ
て
ゐ
ま
し
た
。

じ

ぶ

ん

　

す

　

　

　

　

ま

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

き

や
が
て
シ
ン
ギ
ー
は
、
自
分
の
住
ん
で
ゐ
た
町
は
づ
れ
ま
で
や
つ
て
來
ま
し

み

ち

ば

た

　

い

し

　

　

　

　

　

こ

し

　

お

ろ

た
。
と
、
路
傍
の
石
に
ど
つ
か
と
腰
を
下
し
て
、

く

だ

い

じ

ょ

う

ぶ

　

　

け

ふ

　

　

　

ま

ち

い

ち

ば

ん

　

お

ほ

が

ね

も

「
さ
ぁ
、
こ
ゝ
ま
で
來
れ
ば
も
う
大
丈
夫
だ
。
今
日
か
ら
は
町
一
番
の
大
金
持
ち

し

あ

は

か
。
お
れ
は
な
か
〓
の
仕
合
せ
も
の
だ
な
」

ひ

と

り

ご

と

　

　

　

　

　

　

　

お

も

　

　

　

　

　

　

う

し

ろ

ほ

う

　

　

　

　

　

わ

ら

と
獨
言
を
い
ひ
ま
し
た
。
と
思
ふ
と
、
た
ち
ま
ち
後
の
方
で
か
ら
〓
と
笑
ふ

こ
ゑ聲
が
し
て
、

「
シ
ン
ギ
ー
ば
か
も
の
」

な

に

　

し

あ

は

「
何
が
仕
合
せ
も
の
だ
い
」

ま
ち
い
ち
ば
ん
　
お
ほ
が
ね
も

「
町
一
番
の
大
金
持
ち
が
を
か
し
い
や
」

く

ち

〓

の

の

し

さ

わ

な
ど
口
々
に
罵
り
騒
ぐ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
シ
ン
ギ
ー
は
、
び
っ
く
り
し

三
八

う

し

ろ

　

ふ

　

む

　

　

　

　

　

お

ほ

ぜ

い

　

こ

び

と

ど

も

　

　

　

　

　

　

　

　

に

　

だ

て
後
を
振
り
向
き
ま
す
と
、
大
勢
の
小
人
共
が
ひ
ら
り
〓
と
逃
げ
出
し
て
ゐ

お

も

　

　

な

に

げ

　

　

ふ

く

ろ

お

ろ

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

が

ね

ま
し
た
。
を
や
っ
と
思
つ
て
何
氣
な
く
袋
を
下
し
て
み
ま
す
と
、
黄
金
は
た
ゞ

い

っ

ぺ

ん

　

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

　

く

る

の
一
片
も
見
え
な
く
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
シ
ン
ギ
ー
は
、
　
氣
が
狂
っ
た
よ
う
に

き

　

み

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

ど

　

　

　

　

こ

が

ね

も
と
來
た
道
に
か
け
も
ど
り
ま
し
た
。
が
、
い
く
ら
あ
と
に
戻
つ
て
も
、
黄
金
ら

ひ

と

　

　

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

は

　

　

こ

が

ね

い

ろ

　

　

　

　

　

よ

な

し
い
も
の
は
一
つ
も
見
え
な
い
で
、
E
そ
の
代
り
に
黄
金
色
の
か
わ
い
ゝ
花
が

み

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

ふ

か

ぜ

　

　

　

　

　

　

　

う

ご

道
ば
た
に
ず
ら
り
と
咲
き
亂
れ
て
、
夕
風
に
そ
よ
〓
と
動
い
て
ゐ
ま
し
た
。

つ

き

み

そ

う

　

　

　

　

　

　

よ

　

あ

ら

は

み
な
さ
ん
、
　
月
見
草
は
か
う
し
て
世
に
現
れ
た
の
で
す
。

に

じ

　

あ

し

私
註
〔
一
〕
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
昔
話
　
〔
二
〕
　
「
虹
の
脚
」
　
〔
三
〕
　
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
昔
話
〔
四
〕
？
〔
五
〕
山
崎
光
子
・
松
村
武
雄
訳
〔
六
〕
『
世
界
童
話

集
　
下
』
｜
日
本
児
童
文
庫
2
0
｜
（
昭
4
、
ア
ル
ス
）
　
〔
七
〕
　
P
1
9
2
～
1
9
8

〔
八
〕
　
ア
ル
ス
刊
の
日
本
児
童
文
庫
は
、
昭
2
～
5
に
刊
行
さ
れ
、
　
全
7
5

冊
。
（
国
立
国
会
図
書
館
、
児
乙
部
全
集
｜
N
｜
2
0
）
　
促
音
不
揃
い
。

〔
考
〕
ま
ず
本
話
の
原
資
料
に
つ
い
て
は
、
か
く
児
童
を
対
象
と
し
た
文
芸

シ
リ
ー
ズ
の
性
質
上
、
書
誌
的
解
題
的
な
学
術
的
記
載
が
見
当
ら
な
い
の

で
よ
く
は
わ
か
ら
な
い
が
、
　
民
族
学
の
泰
斗
・
松
村
武
雄
博
士
と
の
共
訳

に
な
る
と
い
う
点
を
考
え
る
と
、
か
な
り
原
資
料
に
忠
実
で
あ
ろ
う
｜
と

い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

A
の
設
定
と
展
開
に
見
る
教
訓
性
、
D
に
み
る
異
界
の
人
物
像
と
の
絡

み
、
E
に
み
る
物
の
性
質
・
発
生
の
由
来
談
、
等
は
、
お
お
む
ね
世
界
各

地
の
昔
話
に
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
類
型
的
な
表
現
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
E

の
類
型
は
、
ウ
ル
・
デ
・
リ
コ
の
　
『
虹
伝
説
』
　
に
も
み
ら
れ
、
日
本
で
も
、

羽
前
小
国
の
昔
話
中
、
「
二
〇
銭
の
降
る
虹
」
や
沖
縄
の
動
物
昔
話
「
ひ
ば

り
と
若
水
」
　
の
類
話
、
等
に
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
E
の
も
つ
詩
的
空
想
性

の
美
し
さ
は
、
ケ
ル
ト
民
族
に
目
立
つ
秀
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
B
に
つ
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い
て
み
る
と
、
「
町
を
通
っ
た
旅
人
か
ら
」
と
あ
り
、
「
旅
人
」
は
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
地
、
す
な
わ
ち
シ
ン
ギ
ー
の
居
住
地
以
外
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

住
人
、
と
も
と
れ
る
し
、
遠
く
ギ
リ
シ
ャ
や
そ
の
他
の
地
方
の
国
の
住
人

と
も
と
れ
る
。
ま
た
旅
人
が
ど
こ
か
の
国
で
仄
聞
し
た
話
と
も
と
れ
る
。

後
者
と
す
れ
ば
、
「
虹
脚
埋
宝
」
信
仰
が
世
界
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
暗

に
匂
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

C
の
　
〈
虹
〉
　
の
脚
が
　
「
と
あ
る
泉
の
傍
」
　
と
あ
る
の
は
、
安
間
清
が
指

摘
（
『
虹
の
話
』
）
　
す
る
よ
う
に
　
「
聖
水
」
信
仰
す
な
わ
ち
神
聖
な
る
水
辺

が
神
を
祭
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
竜
神
は
す
な
わ
ち
水
神
で
あ
り
、
〈
虹
〉
は

そ
の
「
神
竜
」
＝
「
水
蛇
」
、
で
あ
っ
た
と
の
原
始
民
間
信
仰
と
の
か
か
わ

り
を
裡
に
秘
め
た
無
意
識
な
る
発
現
的
表
現
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
鮮
や
か

な
七
色
を
し
た
虹
」
　
の
　
〈
虹
〉
　
の
　
「
七
」
　
色
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

民
衆
の
　
〈
虹
〉
　
に
つ
い
て
の
大
方
の
認
識
「
六
」
色
　
（
鈴
木
孝
夫
『
日
本
語

と
外
国
語
』
）
と
異
な
り
、
あ
る
い
は
訳
者
の
日
本
の
児
童
向
け
の
作
意
が

混
入
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

〈
虹
〉
　
の
文
化
の
問
題
と
し
て
本
話
中
一
番
重
要
な
の
は
　
‖
　
部
で
あ

る
。さ
て
こ
の
昔
話
の
成
立
が
、
　
ど
の
あ
た
り
ま
で
遡
上
り
う
る
か
に
つ
い

て
は
、
確
証
は
な
い
が
、
「
『
虹
の
脚
に
黄
金
が
埋
ま
っ
て
い
る
』
と
い
う

俗
信
は
、
古
い
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
繋
が
り
の
あ
る
こ
と
を
想
定
し
う
る
で

あ
ろ
う
」
　
と
、
安
間
清
は
『
虹
の
話
｜
比
較
民
俗
学
的
研
究
｜
』
　
（
昭
5
3
、

お
り
じ
ん
書
房
）
　
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ホ
メ
ロ
ス
の
　
『
イ
リ
ア

ス
』
　
の
最
終
章
に
あ
た
る
、
第
二
十
四
巻
の
、
勇
士
ヘ
ク
ト
ル
の
葬
儀
の

次
第
を
歌
う
場
面
に
、
「
と
こ
ろ
が
、
早
生
れ
の
、
ば
ら
色
の
指
を
し
た
曙

が
現
わ
れ
る
と
、
人
々
は
栄
え
あ
る
ヘ
ク
ト
ル
の
薪
の
堆
積
の
ま
わ
り
に

集
ま
っ
た
。
〔
一
同
一
つ
の
と
こ
ろ
に
集
合
し
て
後
〕
ま
ず
彼
ら
は
火
の
力

の
及
ん
だ
か
ぎ
り
の
す
べ
て
の
薪
を
輝
く
ぶ
ど
う
酒
で
消
し
た
。
そ
れ
か

ら
彼
の
兄
弟
た
ち
や
僚
友
た
ち
が
、
泣
き
な
が
ら
白
骨
を
拾
い
集
め
、
大

粒
の
涙
が
彼
ら
の
頬
を
流
れ
く
だ
っ
た
。
彼
ら
は
骨
灰
を
取
っ
て
、
そ
れ

ら
を
や
わ
ら
か
い
深
紅
の
布
で
包
ん
で
、
黄
金
の
壷
に
入
れ
た
。
彼
ら
は

そ
れ
を
た
だ
ち
に
う
つ
ろ
な
墓
穴
に
収
め
、
そ
の
上
に
隙
き
間
の
な
い
よ

う
に
大
き
な
石
塊
を
積
ん
だ
。
す
ば
や
く
墓
を
築
き
、
し
か
し
そ
う
し
て

い
る
間
に
、
立
派
な
脛
当
を
つ
け
た
ア
カ
イ
ア
人
た
ち
が
早
く
も
攻
撃
を

加
え
る
こ
と
の
な
い
た
め
に
、
警
戒
兵
た
ち
が
周
囲
に
到
る
と
こ
ろ
配
備

さ
れ
た
。
や
が
て
墓
を
築
き
終
る
と
、
彼
ら
は
帰
営
し
た
。
し
か
し
さ
ら

に
集
ま
っ
て
、
ゼ
ウ
ス
大
神
に
養
わ
れ
た
王
・
プ
リ
ア
モ
ス
の
宮
殿
に
お

（
注
1
）

い
て
素
晴
し
い
（
弔
い
の
）
饗
宴
を
張
っ
た
。
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
を
指
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
か
く
ギ
リ
シ
ャ
神
話
、
　
す
な
わ
ち
エ
ー
ゲ
文
明
と

の
関
連
も
あ
り
そ
う
で
は
あ
る
が
、
3
7
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
昔
話
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
地
の
原
住
民
た
る
ケ
ル
ト
族
の
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
虹
の
端
に
あ
る
『
黄
金
の
壷
』
は
、
ケ
ル
ト
族
の

『
聖
杯
』
　
の
別
型
で
あ
り
、
ま
た
子
宮
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
て
、
月
女
神

（
マ
ナ
）
が
彼
女
の
西
方
の
楽
園
で
、
死
者
の
霊
魂
を
し
ま
っ
て
お
く
壷
と

（
注
2
）

関
連
が
あ
っ
た
。
」
の
言
も
、
そ
の
前
段
階
あ
る
い
は
先
蹤
的
な
伝
説
と
し

て
同
時
に
容
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
が
敷
衍
さ
れ
て
「
一
般
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
全
体
に
わ
た
っ
て
虹
の
地
に
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
幸
運
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
虹
の
端
に
は
黄
金
の
壷
か
又
は
そ
の
他
の

（
注
3
）

宝
物
が
、
そ
れ
を
発
見
す
る
人
の
た
め
に
準
備
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」

と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
隠
さ
れ
て
い
る
宝
物
は
土
地
に
よ
っ
て
異
な

る
。
例
え
ば
、
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
金
時
計
、
ギ
リ
シ
ャ
で
は
金
の
鍵
、

三
九



荻　野　恭　茂

（
注
4
）

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
金
の
水
さ
し
と
ス
プ
ー
ン
」
　
等
々
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
《
虹
脚
埋
宝
》
信
仰
に
通
ず
る
も
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
「
ア

フ
リ
カ
大
陸
の
C
h
a
g
a
族
・
北
ア
メ
リ
カ
原
住
民
、
南
米
の
ア
ラ
ワ
ク
族
・

（
注
5
）

マ
レ
ー
人
、
イ
ラ
ン
の
回
教
徒
」
　
の
中
に
も
見
出
さ
れ
る
。
日
本
周
辺
で

は
、
ま
ず
中
国
で
、
資
料
1
2
1
中
の
「
薛
願
」
・
「
韋
皐
」
中
〈
虹
〉
　
の
《
吐

金
》
《
出
世
》
説
話
中
に
そ
の
精
神
が
見
ら
れ
、
朝
鮮
の
慶
尚
南
道
成
陽
郡

（
注
6
）

で
は
、
「
虹
の
立
つ
と
こ
ろ
に
は
宝
物
が
あ
る
。
」
　
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
台

湾
の
基
隆
付
近
で
は
、
「
昔
お
爺
さ
ん
が
虹
の
両
端
を
掘
っ
た
ら
ば
黄
金
が

（
注
7
）

出
た
」
　
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
「
龍
」
　
と
の
混
交
慨
念
で
は
　
「
（
4
9
0
年
）

三
月
龍
が
郷
羅
の
井
戸
に
現
れ
た
」
↓
「
は
じ
め
て
王
都
の
市
場
が
開
設

さ
れ
、
各
地
の
商
品
が
集
っ
た
。
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
（
2
6
1
注
1
参
照
）

日
本
本
土
で
は
九
州
阿
蘇
地
方
の
俚
諺
に
　
「
黄
牛
の
背
に
乗
っ
て
虹
の

下
を
く
ぐ
れ
ば
長
者
に
な
る
」
（
『
民
俗
学
』
五
ノ
七
）
と
い
う
の
が
あ
り
、

「
虹
の
両
脚
の
下
に
は
宝
物
が
埋
っ
て
い
る
」
と
い
う
俗
信
は
高
知
県
地
方

（
『
同
』
三
ノ
四
）
に
あ
り
、
安
間
清
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
信
州
下
高
井
郡

方
面
、
遠
く
北
に
飛
ん
で
奥
州
羽
後
の
国
に
も
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、

（

注

8

）

　

　

　

　

　

（

注

9

）

　

　

　

（

注

1

0

）

日
本
古
文
藝
に
入
っ
て
、
『
日
本
書
紀
』
『
日
本
霊
異
記
』
『
枕
草
子
』
な

ど
に
影
を
落
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
百
錬
抄
』
に
見
え
る
「
上
皇
六

条
中
院
前
池
虹
立
。
可
立
市
之
由
…
」
（
1
0
8
9
）
、
「
高
陽
院
立
市
。
依
虹
睨

立
也
。
」
　
（
1
0
9
2
）
　
の
記
載
と
も
間
接
的
に
繋
っ
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

（
注
1
1
）

「
境
界
領
域
」
　
に
お
け
る
　
「
交
易
」
　
の
民
俗
の
思
想
と
も
混
融
す
る
性
質

の
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
〈
虹
〉
と
「
市
」
と
の
関
連
は
、
中
国
の
国
際
的
市
場
で
あ
る
〈
虹

（
往
1
2
）

口
〉
　
を
想
わ
せ
、
遠
く
メ
ラ
ネ
シ
ア
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
島
に
お
け
る

〈
虹
〉
　
と
そ
の
呪
詞
を
伴
う
原
始
的
贈
答
交
換
儀
式
↓
「
開
市
」
　
を
想
わ

四
〇

せ
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
属
す
る
ハ
ワ
イ
諸
島
に
現
に
行
な
わ
れ
て
い
る
「
レ

イ
ン
ボ
ー
セ
ー
ル
」
を
想
わ
せ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
オ
セ
ア
ニ
ア
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
原
住
民
の
神
話
や
宗
教
儀
式
に
お
い
て
、
虹
蛇
は
、
造
物

者
、
文
化
的
英
雄
、
豊
饒
・
多
産
の
神
、
天
父
｜
の
よ
う
に
重
要
な
存
在

（
注
1
3
）

で
あ
る
。
」
と
い
う
〈
虹
〉
の
プ
ラ
ス
面
の
評
価
と
接
触
し
て
い
よ
う
。
や

は
り
、
そ
の
根
源
は
、
フ
ン
ク
、
ワ
グ
ネ
ル
、
安
間
清
の
い
う
〈
虹
〉
　
の

原
始
観
す
な
わ
ち
「
《
水
》
蛇
・
《
天
》
蛇
」
　
（
↓
神
龍
）
　
観
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
存
在
に
吸
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

か
く
、
世
界
各
地
に
分
布
し
て
い
た
《
虹
脚
埋
宝
》
信
仰
は
、
黄
金
を

（
注
1
4
）

求
め
て
虹
を
追
跡
す
る
儚
い
夢
想
家
「
虹
を
追
う
人
」
　
（
r
a
i
n
b
o
w
C
h
a
s
e
r
）

（
注
1
5
）

の
語
を
生
み
、
拡
散
さ
れ
た
「
虹
の
彼
方
に
」
の
句
が
、
さ
ら
に
『
聖
書
』

世
界
的
至
福
感
と
結
び
つ
い
て
、
人
を
浪
漫
的
陶
酔
境
に
誘
い
込
む
。

（
注
1
）
　
田
中
秀
央
・
高
津
春
繁
訳
『
世
界
文
学
全
集
Ⅲ
｜
（
1
）
｜
ホ
メ
ロ
ス
・

ア
イ
キ
ュ
ロ
ス
他
』
（
昭
4
1
、
河
出
書
房
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
‖
　
部
は

稿
者
に
よ
る
。

(
注
2
)
山
下
主
一
郎
'
他
訳
『
神
話
・
伝
承
事
典
』
　
(
昭
6
3
、
大
修
館
書
店
)

P
6
6
5
　
但
し
、
‖
　
は
稿
者
に
よ
る
。
「
子
宮
」
　
は
、
D
a
v
i
d
s
o
n
(
前
出
)

に
よ
れ
ば
、
「
『
子
宮
』
は
、
r
a
c
h
a
m
i
n
(
「
母
の
愛
」
ま
た
は
　
「
思
い
や

り
」
)
　
の
擬
人
化
さ
れ
た
も
の
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
k
a
r
u
n
a
(
菩
薩

の
慈
悲
)
と
比
較
さ
れ
る
。
」
と
あ
る
が
、
も
っ
と
直
接
的
な
も
の
の
よ

う
な
気
が
す
る
。

(
注
3
)
・
(
注
5
)
F
u
n
k
a
n
d
W
a
g
n
a
l
l
　
前
掲
辞
書
。

（
注
4
）
向
井
正
・
向
井
苑
生
『
反
射
屈
折
回
折
散
乱
』
　
（
昭
5
9
、
地
人
書
館
）

中
「
ニ
ジ
伝
説
」
よ
り
。

（
注
6
）
・
（
注
7
）
安
間
清
著
『
虹
の
話
』
　
（
前
出
）
　
P
6
4
。

（
注
8
）
雄
略
天
皇
三
年
夏
四
月
「
乃
於
河
上
虹
見
如
蛇
四
五
丈
者
。
掘
虹
起

虞
而
獲
神
鏡
。
」
　
（
岩
波
・
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）



虹と日本文藝（七）

（
注
9
）
信
敬
三
寶
得
現
報
縁
　
第
五
　
「
有
五
色
雲
　
如
電
如
度
北
　
自
而
往

其
雲
道
　
芳
如
雜
名
香
　
觀
之
道
頭
有
黄
金
山
」
。
（
（
（
注
8
）
）
と
同
）

（
注
1
0
）
第
十
四
段
「
を
（
お
）
ふ
さ
の
市
」
。
（
三
巻
《
能
因
》
本
）

（
注
1
1
）
「
市
と
虹
」
（
勝
俣
鎭
夫
筆
。
『
日
本
の
社
会
史
』
第
四
巻
（
（
昭
6
1
、
岩

波
書
店
）
）
所
収
）

(
注
1
2
)
B
r
o
n
i
s
l
a
w
M
a
l
i
n
o
v
s
k
y
"
C
r
i
m
e
a
n
d
C
u
s
t
o
m
i
n
S
a
v
a
g
e
S
o
c
i
e
t
y
"

（
『
民
俗
学
』
第
二
巻
第
九
号
（
（
昭
和
5
・
9
）
）
に
中
村
康
隆
紹
介
）
　
「
ト

ロ
ブ
リ
ア
ン
ド
、
ア
ム
フ
レ
ッ
ト
、
ダ
ン
ト
ル
カ
ス
ト
ー
、
ト
ュ
ベ
ト
ュ

ベ
、
ニ
ゥ
ギ
ニ
ア
東
南
部
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ベ
ン
ネ
ッ
ト
、
ウ
ッ
ド

ラ
ー
ク
、
ラ
ウ
ラ
ン
等
の
島
々
に
住
ま
ふ
諸
共
同
態
に
よ
っ
て
行
は
れ
て

い
る
」

(
注
1
3
)
F
u
n
k
a
n
d
W
a
g
n
a
l
l
前
掲
辞
書
。

（
注
1
4
）
萩
原
朔
太
郎
の
著
作
に
も
『
虹
を
追
ふ
ひ
と
』
＝
限
定
特
装
版
＝

（
1
9
7
0
、
　
青
娥
書
房
）
　
が
あ
る
。

(
注
1
 
5
)
　
「
O
v
e
r
T
h
e
R
a
i
n
b
o
w
」
　
(
ダ
ニ
イ
・
ケ
イ
主
演
「
虹
を
掴
む
男
」
　
の

映
画
の
中
で
、
ジ
ュ
デ
ィ
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
が
歌
う
歌
=
W
o
r
d
s
b
y
E
.
Y
.

H
A
R
B
U
R
G
M
u
s
i
c
b
y
H
A
R
O
L
D
A
R
L
E
N
)
や
、
若
山
喜
志
子
編
『
虹

は
彼
方
に
｜
牧
水
の
歌
六
百
首
撰
抄
｜
』
（
昭
4
2
、
東
京
美
術
）
、
マ
リ
ー
・

ジ
ョ
ゼ
フ
著
・
原
も
と
子
訳
『
虹
の
か
な
た
に
｜
リ
ウ
マ
チ
と
闘
う
女
性

の
自
伝
｜
（
昭
5
9
、
婦
人
の
友
社
）
、
ジ
ェ
シ
カ
・
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
著
・

松
本
牧
子
訳
『
虹
の
彼
方
へ
』
　
（
昭
5
9
、
ハ
ー
レ
ク
イ
ン
・
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
日
本
支
社
）
、
ア
ン
ハ
ー
リ
ー
・
熊
谷
淳
子
訳
『
虹
の
彼
方
に
』

（
昭
6
1
、
ハ
ー
レ
ク
イ
ン
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
日
本
支
社
）
、
高
橋
源
一

郎
薯
『
虹
の
彼
方
に
（
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ザ
レ
イ
ン
ボ
ウ
）
』
（
昭
5
9
、
中
央

公
論
社
）
、
岑
清
光
著
『
虹
の
か
な
た
に
』
｜
続
七
曜
メ
ル
ヘ
ン
｜
（
昭

4
3
、
近
代
文
芸
社
）
等
が
あ
る
。

四
一


